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オーガナイザー
1）東京医科大学薬理学講座
2）東京医科大学老年病学講座
　第33回忌京医科大学医科学フォーラムは平成22
年ll月30日（火）19：00から東京医科大学病院教
育棟5階講堂で開催された。
　一般演題として東京医大薬理学教室の鈴木宏昌先
生が、「TDP－43による神経細胞死のメカニズム」
の題目でご講演された。内容はアデノウイルスベク
ターを用いたTDP－43発現増加による神経細胞死の
in　vitro　assay系を用いてその分子機構1を解析した研
究である。第一にBimの発現低下とBcl－xしの発現
低下を介して細胞死が起こること、第二にTDP－43
のcaspaseによる分解で産生されるCTFの細胞死誘
導活性は減弱するか消失すること、を示された。第
二の結果より、運動神経細胞内のinclusion　body内
のmajor　componentであるTDP－43のCTFは神経毒
性を示さないのではないかと結論された。
　講演終了後、主に先行研究の結論と異なる結論で
あることなどに関して多数の質疑や討議が行われ
た。
　続いて、特別講演として東京都神経科学総合研究
所神経学の内原俊記先生に「ヒト脳病理形態からみ
たタウ・シヌクレイン凝集と突起内数展一最早期病
変・臨床症状の疾患特異性一」の題目でご講演をい
ただいた。
　内容は、まず、アルツハイマー病および関連疾患
で蓄積するタウ蛋白凝集体の病理形態と各種銀染色
のアミノ酸配列に対する特異i生（3リピートおよび
4リピートタウ蛋白）から始まり、神経変性疾患に
おける細胞内および核内封入体と細胞障害の関連に
ついて分かりやすく解説された。次に、パーキンソ
ン病および類縁疾患に出現するレヴィー小体の主要
構成成分であるαシヌクレインの最早期病変の突起
内凝集とその進展様式について、三次元立体蛍光免
疫多重組織画像での詳細な提示を基に、その重要性
について解説された。
　講演終了後には、内原先生の最先端でありながら
分りやすいご講演に対して、多くの参加者により長
時間にわたり活発な質疑応答が行われた。
　今回のフォーラムには、特に東京医科大学の神経
科学に関連する多くの研究者にご参加いただき、交
流を深められた。共通の認識を基盤とした基礎系と
臨床系の共同研究推進などを含めて、今後の東京医
科大学神経科学分野の益々の発展に大いに寄与する
講演会となった。
　　　　　　　　　　（文責松岡正明、馬原孝彦）
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